
茨城県における舗装マネジメントに関する取組装
茨城県舗装管理システム（ＲＩＮＣＳ）

管理延長 ４ ２３４ｋ管理延長：４，２３４ｋｍ
指定区間外国道 ７７１ｋｍ
主要地方道 １，６４４ｋｍ

般県道一般県道 １，８１９ｋｍ



１．茨城県舗装管理システム（ＲＩＮＣＳ）の概要



ＲＩＮＣＳの概要・目的ＲＩＮＣＳの概要・目的ＲＩＮＣＳの概要・目的ＲＩＮＣＳの概要・目的

○システム導入の目的○システム導入の目的
・道路を効率的・効果的に管理
・路面性状値、道路台帳データ、交通量データなど一元管理路面性状値、道路台帳デ タ、交通量デ タなど 元管理
・道路の現状把握、計画的・予防的な維持管理

○システムの機能

ＬＣＣを踏まえた工法選定

○システムの機能
・舗装劣化状況及び沿道環境画像での現状把握
・工事（工法）選定・断面設計から維持修繕計画の構築工事（工法）選定 断面設計から維持修繕計画の構築
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ＲＩＮＣＳパソコンシステム概要

★現状把握

地図情報・写真情報を中心とした道路の現状把握

路面性状データ：ひびわれ、わだち掘れ、平坦性

道路台帳データ：幅員、用途区分etc
交通量データ：交通センサス

補修データ：舗装構成、補修方法

★工事選定

工事選定・断面設計を中心とした、維持・修繕計画の支援
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各土木事務所に設置したパソコンで、道路を管理
する上で必要となる情報収集、補修優先順位や最
適な工法の選定を検索できる体制を確立適な工法の選定を検索できる体制を確立。

これにより経験と勘に依存していたものを、科学
的 客観的 析 計 的な補修を実的・客観的に分析判断し計画的な補修を実現。
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ＲＩＮＣＳパソコンシステム概要（現状把握）

★必要なデータを、グラフィック機能を駆使したイメージ情報
として提供。

★全画面がリンク（連動）しているので、マクロ的な全体把握
とミクロ的な状況把握が可能。
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２．舗装の状態の現状把握



モニタリングモニタリングモニタリングモニタリング

○定期的な路面性状調査の方法○定期的な路面性状調査の方法
・測定指標

ひびわれ率、わだち掘れ量、平坦性の３要素ひびわれ率、わだち掘れ量、平坦性の３要素
・測定頻度

国道：１回／３年、主要地方道及び一般県道：１回／６年
・測定間隔

ひび割れ率：1mm以上、わだち掘れ：20m間隔、
平坦性 外側のわだち平坦性：外側のわだち

○対象車線
・下りの１車線下りの１車線
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茨城県における路面調査について

国道は３年毎（機械調査）国道は３年毎（機械調査）

主要道、一般県道は６年毎（目視調査）

に定期調査を実施。
路面調査フロー図
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レーザー自動測定車により路面性状を測定し、集
めたデータは全てＲＩＮＣＳに蓄積。蓄積
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沿道環境撮影で得られた画像データは、地図
情報とリンクさせＲＩＮＣＳに反映。
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３．健全度の評価

○舗装の管理指標 維持管理指数 ＭＣＩ



４．データベース



データベースデータベースデータベースデータベース

○デ タの種類○データの種類

・路面性状データ、補修履歴、舗装構成、道路台帳、交通量
等等
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現状把握表示機能

主として道路の現状把握を行うための機能。路 把 う 機 。

以下のウィンドウで構成。

●制御パネルウィンドウ：距離標の表示と位置の制御

●補修履歴ウィンドウ：選択されている距離位置の補修履歴を表示

●明細データウィンドウ：路面性状データ等を一覧表示

●道路構成ウィンドウ：道路台帳データ等を表示

●地図情報ウィンドウ 簡略化された地図上に路線を表示●地図情報ウィンドウ：簡略化された地図上に路線を表示

●画像情報ウィンドウ：沿道状況を表示

●車線イメージウィンドウ：車線イメージと路面性状のグラフ表示●車線イ ジウィンドウ 車線イ ジと路面性状のグラフ表示

●条件検索ウィンドウ：条件に該当するデータを検索

●集計結果表ウィンドウ：検索に該当したデータの数量を表示
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路 性状デ タ 道路台帳デ タ 交通量デ タ 補修デ タ

明細データウィンドウ

路面性状データ、道路台帳データ、交通量データ、補修データ
を一覧表示。

明細デ タ画面明細データ画面
明細データには、

距離標、車線数、構造物、

舗設年度、最新施工年度、

最新施工工法、経年数、最新施 法、経年数、

測定年度、路面種別、ひびわれ、

わだち 平坦性 ＭＣＩ ＰＳＩわだち、平坦性、ＭＣＩ、ＰＳＩ、

地域区分、交通量区分、

ＣＢＲ値 嵩上げ可否ＣＢＲ値、嵩上げ可否、

歩道の有無、改良区分、

舗装種別 バス路線 交差点
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舗装種別、バス路線、交差点、

用途地域、台帳番号等が記載



道路構成ウィンドウ

道路台帳データ、交通量データ等を上下線別に表示
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地図情報ウィンドウ

地図上で、特定路線や地点の情報検索が可能
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５．健全度の将来予測



路面性状の予測式

★県独自で作成（Ｈ９）した路面性状予測式を適用。

★舗装補修を実施した箇所は初期値で更新。★舗装補修を実施した箇所は初期値で更新。

条件 予測式 初期値

アスファルト舗装 予測式および初期値

０≦Ci＜５　 Cｉ＋１＝1.318×Cｉ＋0.800 －0.216 （Cｉ＋１＝1.318×Cｉ＋0.584）

５≦Ci＜１５ Cｉ＋１＝1.145×Cｉ＋2.477 －1.358 （Cｉ＋１＝1.145×Cｉ＋1.119）

１５≦Ci   Cｉ＋１＝0.982×Cｉ＋5.767 －1.562 （Cｉ＋１＝0.982×Cｉ＋4.205）

ひびわれ率 注）ひびわれ率＝クラック率（ひびわれ率＝クラック率＋パッチング率） 0%

    クラック率を上記式で所定の年数予測する。

   予測されたクラック率に測定時のパッチング率を加算しひびわれ率とする。

 　（パッチング率の予測年数に対する増加は０としている）

Ｌ，Ａ，Ｂ交通量区分 Dｉ＋１＝0.951×Dｉ＋1.093  

Ｃ交通量区分 Dｉ＋１＝0.992×Dｉ＋0.943

Ｄ交通量区分 Dｉ＋１＝0.984×Dｉ＋1.245       

（ただし、Dｉ＋１≦Dｉとなった場合は Dｉ＋１＝Dｉ＋0.1とする）   

わだち掘れ量 注）県ではＢ交通量区分を「Ｂ１交通」、「Ｂ２交通」と２つに分けているが、予測に関してはこれを ５．２mm

　   区別しない。　

     使用する交通量区分は、路面性状データ一覧表に記載されている交通量区分を用いる。

      「わだち掘れ平均」、「わだち掘れ最大」とも上記の式で予測する。

交通量区分が不明の場合は 「Ｌ Ａ Ｂ交通量区分」の予測式を用いる
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    交通量区分が不明の場合は、「Ｌ，Ａ、Ｂ交通量区分」の予測式を用いる。

σｉ＋１＝0.938×σｉ＋0.277    

平坦性 － （ただし、σｉ＋１≦σｉとなった場合は σｉ＋１＝σｉ＋0.01とする） １．９１mm



６．維持修繕計画の策定



ＲＩＮＣＳパソコンシステム概要（工事選定）

工事選定機能では補修箇所や工法の選定、断面設計等、各
種パラメータを自由に設定し最適な補修計画の立案が可能。種 ラ タを自由に設定し最適な補修計画の立案が可能。
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補修工法選定基準

下記の工法選定基準により補修工法をリストアップ。
わだち掘れ量２０mm未満の箇所の工法選定基準

交通量
Ｌ Ａ Ｂ Ｃ・Ｄ

ひびランク
打　換 打　換 市街地

路上ＲＣ または または 打　換
路上ＲＣ 路上ＲＣ その他

ＯＬ５cm 路上ＲＣ 打　換 市街地

Ｌ Ａ Ｂ Ｃ・Ｄ

５０以上

路上ＲＣ または
薄層舗装 ＯＬ５cm 路上ＲＣ その他
薄層舗装 薄層舗装 ＯＬ５cm ＯＬ 市街地
または または 5～10cm

ｱｰﾏｰｺｰﾄ ｱｰﾏｰｺｰﾄ 薄層舗装 その他

３５～５０

１５～３５

－

ＯＬ５cm：ｵｰﾊﾞｰﾚｲ５cmの下にﾘﾌﾚｸｼｮﾝｸﾗｯｸ防止層を施したもの

０～１５ （日常の維持管理）

　　　　　　　　わだち掘れ量２０mm以上の箇所の工法選定基準
交通量

ひびランク
打　換 打　換 市街地
または 打　換

Ｌ・Ａ Ｂ Ｃ・Ｄ

５０以上

路上ＲＣ 路上ＲＣ その他
打　換 市街地

路上ＲＣ または 打　換
路上ＲＣ その他

切削５cm 切削５～10cm 切削５～10cm 市街地１５～３５

３５～５０
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＋ ＋ ＋

ＯＬ５cm ＯＬ５～10cm ＯＬ５～10cm その他０～１５



工事選定について工事選定について
維持 修繕計画を支援するための機能維持・修繕計画を支援するための機能。

以下のウィンドウで構成。

●工事区間選定条件ウィンドウ：条件を入力することで補修箇所を自動選
定定

●工事選定区間リストウィンドウ：選定された箇所を一覧表示

●工事選定区間集計ウィンドウ：選定された箇所の工法別集計値を表示

●断面設計ウィンドウ：工事断面の設計検討

●断面構成ウィンドウ：選択した地点の工事情報と断面のグラフィックを表
示示
●制御パネルウィンドウ

●明細データウィンドウ

●道路構成ウ ンドウ●道路構成ウィンドウ

●地図情報ウィンドウ 現状把握と同一

●画像情報ウィンドウ

●車線イメ ジウ ドウ
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●車線イメージウィンドウ

●補修履歴ウィンドウ



補修が必 な条件を 力する と り補修箇所を自動選

工事区間選定条件ウィンドウ
補修が必要な条件を入力することにより補修箇所を自動選
定。
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工事選定区間リストウィンドウ

選定された工事箇所は以下の順番に並べ優先順位表示

１ ＭＣＩ

２ わだち掘れ量わだち掘れ量

３ ひびわれ率

４ 平坦性４ 平坦性

５ 道路種別

６ 工事区間延長６ 工事区間延長
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事選定箇所 集計 路線毎 事務所毎 道

工事選定区間集計ウィンドウ

工事選定箇所の集計は路線毎、事務所毎、道
路種毎に一覧することが可能。
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断面設計ウィンドウ

選定された区間の断面設計を行うことが可能。
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７．その他：システムアウトプット（例）



地図情報ウィンドウ

地図上にＭＣＩの色塗りを行うことが可能
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地図情報ウィンドウ

ＭＣＩ以外の各種パラメータによる地図の色塗りも可能。
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画像情報ウィンドウ

その路線を実際に走っているような沿道状況を表示。

連続再生させることも可能。
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車線イメージウィンドウ

各路線毎に車線イメージとＭＣＩ、ひびわれ等のパラメータ
を同時に表示することが可能。
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集計結果表ウィンドウ

検索に該当した数量 確認を行う とが可能

集計のため指定した条件に該当するデータを検索し、

検索に該当した数量の確認を行うことが可能。

例 茨城全県をＭＣＩ３以下で集計した結果例：茨城全県をＭＣＩ３以下で集計した結果

34


